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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池及び電源回路を収容したケーシングに、発光体からの光を透過させる投光部カバー
を備え、該投光部カバー内に光源を設置してなる救命用発光装置において、
　前記透光カバーは、前記ケーシングの上面に円柱状に突設された形状に透明樹脂をもっ
て一体に成形されるとともに中心部分に下端が開口した凹孔を有し、
　前記光源には、白色チップタイプＬＥＤからなる発光素子を使用した発光体を使用し、
該発光体を基板に平面実装し、
　該基板を前記透光カバーの下端に接合させて前記光源を該透光カバーの前記凹孔内にあ
って該透光カバーの下端より上側に位置させ、
　前記透光カバーの凹孔内には、乳白色透明樹脂からなり、上端を天板にて閉鎖した円筒
体からなる光拡散具が嵌合され、
　該光拡散具の下端開口内に前記光源を位置させたことを特徴としてなる救命用発光装置
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として、水難用の救命胴衣や救命ボートなどに備品として備えられ、遭難
時に捜索者に対し遭難者等の位置を知らせるための光を発射する、ＬＥＤを光源とした救
命用発光装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の救命用発光装置は、図６に示すように、ケーシング本体１の一端側に透
明な蓋体２を、水密性を持たせて螺進退自在に嵌め合わせ、この蓋体２内に電球からなる
発光体３を支持させておくと共に、ケーシング本体１内にはバッテリー５を収容するよう
にすると共に、発光体３のリテーナ４の先端の電極６に対向させたスイッチ用電極７を備
えておき、このスイッチ用電極７にバッテリー５の一方の電極を電気接続させておき、蓋
体２のねじ込みによって発光体３の電極６がスイッチ用電極７に電気接続されるようにし
た装置が開発されている（特許文献１）。
【０００３】
　発光体３は、水平方向よりやや下向きの角度に光が発せられるように、蓋体２の透明な
ドーム部２ａの下端より高い位置に発光体３が位置するように組み込まれている。
【特許文献１】特許第３１４８８２４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の如き従来の救命用発光装置は、規定により、必要光度：０．７５[ｃｄ]以上、配
光範囲：上半球の全ての方向、点灯時間：連続８時間以上の条件を満たす必要がある。従
来の発光体に電球を使用した装置は、電力消費量が大きく、長時間に亘って発光させるた
めに蓄電容量の比較的大きい乾電池が使用され、このため電池重量が大きくなると共に、
これを収容するためのケーシングが、使用電池に合わせて大きくならざるを得ないという
問題があった。
【０００５】
　近年、ＬＥＤの品質が向上し、光度が高く、消費電力の少ないハイパワーＬＥＤが開発
されており、現存するＬＥＤを使用した発光体には、平らな箱状をしたケーシングの表面
に平らなＬＥＤを保持させたチップ型と、砲弾状をした透明樹脂内にＬＥＤが埋設された
砲弾型がある。
【０００６】
　この内、砲弾型は先端がレンズとなっており、配光範囲が狭く救命用発光装置として使
用するには、複数の発光体を多方向に向けて設置しなければならずコスト高となる。一方
チップ型の発光体の場合は、平らな表面から発光されるものであるため、配光範囲は砲弾
型に比べて広いが、前述した救命用発光装置の規格を満たすだけの配光をそれ自体からは
得られないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上述の如き従来の問題に鑑み、１個のＬＥＤを使用して低消費電力を少ない
ものとして長時間発光を可能とし、小型化で軽量化が容易な救命用発光装置の提供を目的
としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の如き従来の問題を解決し、所期の目的を達成するための請求項１に記載の発明の
特徴は、電池及び電源回路を収容したケーシングに、発光体からの光を透過させる投光部
カバーを備え、該投光部カバー内に光源を設置してなる救命用発光装置において、前記透
光カバーは、前記ケーシングの上面に円柱状に突設された形状に透明樹脂をもって一体に
成形されるとともに中心部分に下端が開口した凹孔を有し、前記光源には、白色チップタ
イプＬＥＤからなる発光素子を使用した発光体を使用し、該発光体を基板に平面実装し、
　該基板を前記透光カバーの下端に接合させて前記光源を該透光カバーの前記凹孔内にあ
って該透光カバーの下端より上側に位置させ、前記透光カバーの凹孔内には、乳白色透明
樹脂からなり、上端を天板にて閉鎖した円筒体からなる光拡散具が嵌合され、該光拡散具
の下端開口内に前記光源を位置させたことにある。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明は、光源には、白色チップタイプＬＥＤを使用した発光体を使用し、該発光体を
基板に平面実装し、その発光体上に、天端が閉鎖された有底筒状の光拡散具を設置し、該
光拡散具の外側を投光部カバーにて覆ったことにより、配光範囲が１２０°程度のチップ
型ＬＥＤを使用して、配光範囲が２００°に至る発光が可能となり、少電力で長時間発光
させることができる救命用発光装置を得ることできる。
【００１０】
　また、光拡散具として、乳白色の半透明合成樹脂材を使用することにより、低コストで
、拡散効率の良いものとすることができる。
【００１１】
　更に、投光部カバーは、透明な合成樹脂材によりケーシングと一体に成型することによ
り、水密性を維持されるための止水材の使用を少なくでき、コストを低減することができ
るとともに水密性の高い製品を容易に製造できる。
【００１２】
　更に、投光部カバーを、ケーシングの表面に突出して設置し、ＬＥＤを透光性カバー内
のケーシング本体より突出した高さ位置に設置することにより、水平方向より下側に至る
部分への配光が容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に本発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。図１は本発明
の実施の形態に係る救命用発光装置の全体の概略を示しており、図において１０は耐水性
のケーシングである。このケーシング１０は、本体１０ａと蓋体１０ｂとから構成されて
いる。蓋体１０ｂには、その平らな上面の一部に投光部カバー１２が一体に備えられてい
る。
【００１４】
　投光部カバー１２は、外形が円柱状をなしており、その全体が蓋体１０ｂの平らな表面
から突出している。この投光部カバー１２は、中心部に蓋体内側から上端部やや下側に至
る凹孔１３が形成されており、その凹孔１３内に発光部１４が収容されている。
【００１５】
　発光部１４は、チップ型ＬＥＤを発光素子として使用した発光体１５と、その発光素子
の外側に設置した光拡散具１６とからなっている。発光体１５としては、図４に示すよう
に薄型の平箱状をしたセラミック製のパッケージ１７の表面に発光素子１８を露出させ、
そのパッケージ１７の裏面にアノード１９とカソード２０とを露出させて備えたもの、例
えば日亜化学工業株式会社製の白色チップタイプＬＥＤ－ＮＦＳＷ０３６ＣＴ（商標）が
使用できる。この発光体１５をプリント配線基板２２の表面に平面実装により固定してい
る。
【００１６】
　光拡散具１６は、乳白色をした半透明合成樹脂材をもって成型された中空パイプ１６ａ
の上端を、同じく乳白色をした半透明合成樹脂材の天板１６ｂをもって閉鎖した全体が有
底筒状をしており、その開口を下向きにして投光部カバー１２の凹孔１３内に収容されて
いる。尚、本例では中空パイプの一端を天板で閉鎖した構造となっているが、有底筒状に
一体成型したものであってもよい。
【００１７】
　この光拡散具１６の下端に当接させて前述した発光体１５が組み込まれており、光拡散
具１６の下端開口部の内側に前述した発光素子１８が位置するように両者の大きさが設定
されている。また、発光素子１８は、投光カバー１２の下端よりやや先端側に入った位置
に組み込まれている。
【００１８】
　基板２２の表面には表面が白色の光反射シート２１が貼り付けられており、その上面に
投光カバー１２の内部の下端面を対向させている。尚、この光反射シート２１は必ずしも
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必要ではないが、設置することが好ましい。
【００１９】
　ケーシング１０内には、バッテリー２５及びバッテリーから発光体１５に給電する電源
回路（図示せず）が収容されている。また、図３に示すように、電源スイッチとして近接
スイッチ２７を使用しており、ケーシング１０には、スイッチング操作のための永久磁石
２８が、スライド用孔２９内に収容され、これに連結された引き紐３０がケーシング１０
階に導出されている。そして平常時には永久磁石２８が近接スイッチ２７から離れる側に
位置させておき、引き紐３０を引くことによって永久磁石２９が近接スイッチ２７をＯＮ
動作される位置に移動され電源回路が接続されるようになっている。
【００２０】
　このように構成される救命用発光装置は、図２に示すように発光素子１８の配光角度α
（指向性特性）が１２０度程度であり、これから発射された光は、光拡散具１６の内面を
照射し、拡散されて外部に透過される。このとき、発光素子１８が透明な投光部カバー１
２の下端より上側にあるため、投光部カバー１２を通して外部に透過する光の配光角度β
は１８０度、即ち水平方向より下側に至る角度となり、その広さは発光素子１８と投光部
カバー１２の下端との相対位置関係によって定まる。
【００２１】
　試験例
　次に、上述した実施例の構造についての試験例について説明する。
【００２２】
　試験条件
　図２に示す構造の供試体を使用した。
【００２３】
　この供試体における投光部カバー１２には透明なアクリル樹脂を、光拡散具には乳白色
の半透明合成樹脂材料であるアセタール・コポリマー（ＭＡＣ８ ＥＰ－９：株式会社マ
ックエイト商標）を、発光体には日亜化学工業株式会社製の白色チップタイプＬＥＤ－Ｎ
ＦＳＷ０３６ＣＴ（商標）をそれぞれ使用した。点灯電流は１００ｍＡ、点灯状態は連続
点灯、測定距離は１ｍとした。
【００２４】
　試験結果
　試験結果は、図５に示すグラフの如くであった。尚、グラフ中の測定角度０°が垂直方
向、±９０°が水平方向である。
【００２５】
　この結果から、±１００°、即ち左右の水平より１０°下向きの角度範囲において、１
．００ｃｄ以上の光度が測定された。また、配光は、６０°～７０°において最大光度で
あることが判明し、船灯や他の救命用具類の性能、試験方法を定めた「型式承認試験基準
」に定められている規定値を大きく上回る結果が得られた。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態に係る救命用発光装置の全体の概略構成を示す断面図である
。
【図２】図１に示す装置の発光部を示す部分拡大断面図である。
【図３】図１に示す装置の電源スイッチ部分を示す部分拡大断面図である。
【図４】図１に示す装置に使用している発光体を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）は
側面図、（ｃ）は底面図である。
【図５】本発明を実施した装置の配光試験結果を示すグラフである。
【図６】従来例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２７】
１０ ケーシング
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１０ａ ケーシング本体
１０ｂ 蓋体
１２ 投光部カバー
１３ 凹孔
１４ 発光部
１５ 発光体
１６ 光拡散具
１６ａ 中空パイプ
１６ｂ 天板
１７ パッケージ
１８ 発光素子
１９ アノード
２０ カソード
２１ 基板
２２ 光反射シート
２５ バッテリー
２７ 電源スイッチ
２８ 永久磁石
２９ スライド用孔
３０ 引き紐

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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